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環境に優しい優良事業場山梨運輸支局長表彰の申請受付 

 

資源循環型社会を実現するため、使用済み自動車及びフロンの適正処理、リサイクル部品

等の使用推進、マニフェストの確実な交付等、環境指向型事業の促進を図り、もって環境保

全に努めることを目的とし、平成１５年３月に自動車関連団体による「環境に優しい自動車

整備関連事業場山梨推進協議会」が設立され、この度第３回山梨運輸支局長表彰が実施され

ることになりました。 

 つきましては、環境対策に積極的に取り組んでいる会員事業場におかれましては、下記要

領にて申請受付を行いますので、申告書によりお申し込み下さい。 

なお、当会以外の団体（自動車販売店協会、軽自動車協会、中古自動車販売協会、自動車

車体整備協同組合、自動車電装品整備商工組合）にも併せて所属している場合は、当該団体

（整備振興会以外の所属団体）からの推薦となりますので同団体にご相談下さい。 

記 

１．申請受付期限 

  平成１８年２月２８日（火）まで 

２．申し込み方法 

  申告用紙をＡＭＳホーページの会報から印刷、もしくは指導課窓口に用意されています。

申請を希望される事業場は、必要事項を記入の上、指導課へご提出下さい。 

３．現地確認及び審査 

  書面審査後、各団体の現地確認の外、山梨運輸支局の現地審査が行われます。 

４．関東運輸局長表彰に推薦 

  支局長表彰以後３年以上連続して優良な事業場は、関東運輸局長表彰に推薦いたします。 

 

 

【参考】 

○ 支局長表彰内規（抜粋） 

（１）環境対策への取り組みが積極的優良であり、環境対策について他の事業者の模範と

なっていると認められるもの 

（２）関係法令の遵守状況が良好と認められるもの 

（３）表彰日現在において、環境・公害に関する苦情がないと認められるもの 

    なお、環境に優しい優良事業者審査基準を添付しますのでご参考下さい。 

○ 協議会構成団体 

(社)山梨県自動車整備振興会     山梨県自動車販売店協会 

 山梨県軽自動車協会         山梨県中古自動車販売協会 

 山梨県自動車車体整備協同組合    山梨県自動車電装品整備商工組合 

 山梨県自動車タイヤ販売店協会 
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環境に優しい優良事業者審査基準 

区 項    目 基         準 

分   

①収集運搬業者、中間処理業者

と契約しているか 

１．廃棄物処理法に基づき、収集運搬業者、中間処理業者又は最終処理業者

（以下、「処分業者」という。）と個別に委託契約している。 

２．行政の許可証の内容（廃棄物の種類、事業区分、処理能力、許可条件、

有効期間）が適正。 

②マニフェストを交付してい

るか 

１．マニフェストは、電子マニフェスト又は A、B１、B２、C１、C２、D、E

票の７枚綴りであり、紙の場合B１以下の票を、棄物処理法に基づき処分業

者に交付している。 

２．マニフェストの電子管理又は交付台帳を作成している。 

マ 

ニ 

フ 

ェ 

ス 

ト 

③マニフェストを保管してい

るか 

１．回付されたマニフェストを５年間保管している。 

２．５年の実績がない場合は、全て（最も古い物から最も最近の物まで）保

管している。 

３．９０日以内にＢ２票及びD票、１８０日以内にE票が回付されない場合は、

措置報告書を山梨県知事に提出している。 

①電子マニフェストを交付し

適正処理しているか 

  

１．電子マニフェストにより取引・引渡し報告をしている。 

２．有価物として処分業者に引き渡す場合についても、電子マニフェストに

より処理している。 

②事前選別を実施しているか １．廃油、廃ラジエータ液（LLC）、燃料、廃バッテリー等を事前選別し処分

業者に排出している。 

③自動車リサイクル法に基づ

く適正処理をしているか 

（フロン） 

１．自動車リサイクル法に基づく引取・回収事業者の登録をしている。 

２．使用済み自動車から回収したフロンを自動車リサイクル法に基づくフロ

ン回収システムで破壊処理している。また、整備車両から回収したフロン

も適正に処理をしている。 

④フロン回収実績表を作成し

回収・破壊の把握をしている

か 

１．フロンの回収実績表を作成し、回収・破壊の把握をしている。 

⑤自動車リサイクル法に関し、

適切な情報提供をしている

か 

１．使用者に、自動車リサイクル法の趣旨、リサイクル料金等に関する情報

を提供している。 

使 

用 

済 

み 

自 

動

車 

等 

の 

処 

理 

 

⑥エアバッグを適正処理して

いるか 

１．自動車リサイクル法に基づく解体業者の登録をしており、使用済み自動

車等のエアバッグを適正処理している。又は、自動車リサイクル法に基づ

く解体業者に引き渡している。 

①マニフェストを交付し適正

処理しているか 

１．廃部品等（廃油、廃ラジエータ液（LLC）、鉄くず、プラスチック、ガラ

ス等）の処理について、マニフェストを交付している。 

②産業廃棄物を分別して保管

しているか 

１．産業廃棄物を種類毎に分別して保管している。 

③保管場所には有害物質の流

出等の防止対策が施されて

いるか 

１．保管場所には、周囲に囲を設け、床はコンクリート等により地下浸透防

止対策を施している。 

２．保管場所には、屋根等を設け、雨水等による流出防止対策を施している。

廃 

部 

品 

等 

の 

処 

理 

④保管場所には廃棄物の種類

の掲示等があるか 

１．保管場所には、廃部品等の置き場である旨を明示している。 

２．保管場所には、保管責任者及び産業廃棄物の種類を掲示している。  
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⑤廃タイヤを適正回収ルート

で処理しているか 

１．タイヤ販売店等で構成される適正回収ルートにより処理している。又は、

マニフェストを交付 し適正に処理している。 

 

 

⑥廃バッテリーを適正回収ル

ートで処理しているか 

１．自動車電装品販売店等で構成される適正回収ルートにより処理している。

又は、マニフェストを交付し適正に処理している。 

 

 

⑦廃塗料を適正回収ルートで

処理しているか 

１．塗料からシンナーを除去する装置を保有し適正に処理している。又は、

マニフェストを交付し適正に処理している。 

環 

境 

①自動洗車機の設置届出をし

ているか 

１．山梨県知事に届出している。 

２．公共下水道に排水する場合は、公共下水道管理者に届出している。 

保 ②騒音、振動についてコンプレ

ッサー等の設置届出をして

いるか 

１．コンプレッサーの定格出力が７．５キロワット以上の場合は、騒音規制

法、振動規制法に基づき、市町村に届出している。 

③塗装ブースの設置届出をし

ているか 

 

１．労働安全衛生法に基づき、労働基準局に、有機溶剤設備設置届出をして

いる。 

２．集塵装置等が設置されている。 

全 

の 

向 

上 

 

④汚泥の処理についてマニフ

ェストを交付しているか 

１．廃棄物処理法に基づき処分業者と個別に委託契約している。 

 

 

⑤作業場、駐車場にオイルがこ

ぼれていないか 

１．作業場、駐車場等は、廃油、廃ラジエータ液（LLC）の飛散等により周辺

土壌を汚染することの無いよう管理している。 

 

 

⑥ゴミ箱、廃棄物保管場所は廃

棄物が溢れないよう管理し

ているか 

１．ゴミ箱、廃棄物保管場所等には、水質汚濁、土壌汚染の原因となる廃棄

物が溢れていない。 

２．廃棄物は、定期的に処分しており、大量に保管することの無いよう管理

している。 

 

 

⑦敷地内に廃棄物、廃車、廃タ

イヤ等が放置されていない

か 

１．廃棄物は、所定の場所に保管している。 

 

 

⑧敷地内の整理整頓等を定期

的に実施しているか 

１．作業場、事務所の整理整頓及び雑草の除去を定期的に行う等、環境美化

に努めている。 

 

 

⑨浄化槽の清掃を定期的に実

施しているか 

１．浄化槽の清掃を定期的に実施し、オイル等の流出を防止している。 

 

 

⑩一般廃棄物を適正処理して

いるか 

１．事務所から排出されるゴミは、分別して排出している。 

 

 

⑪廃棄物は焼却処分とせず適

正処理しているか 

１．ダイオキシンの原因となる廃棄物は、焼却せずに適正に処理している。

リ 

サ 

①リサイクル部品の情報を使

用者に提供しているか 

１．整備依頼を受けた時、使用者に、当該整備に係るリサイクル部品の使用

について、新部品を使用した時との価格差を含め情報を提供している。 

イ 

ク 

②リサイクル部品取扱い工場

の案内掲示はあるか 

１．リサイクル部品の取扱いが可能な旨の掲示をしている。 

ル 

部 

③リサイクル部品の入手ルー

トを確保しているか 

１．リサイクル部品の入手が可能な部品販売店を確保している。 

品 

の 

④リサイクル部品について保

証期間を明示しているか 

１．リビルト部品には保証期間を設け、この旨明示している。 

２．リユース部品について、保証の有無等について説明している。 

活 

用 

⑤リサイクル部品を積極的に

使用しているか 

１．使用者からのリサイクル部品の使用依頼について、積極的に応じている。
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経営委員会が開催されました 

 

経営委員会が下記により開催され、その概要は次のとおりです。 

 

日 時   平成１７年１２月３日（土） １２：００ 

場 所   振興会 会議室 

出席者   根津委員長    田口副委員長 

     新海委員     名取委員    田村委員 

    三浦委員    大村委員   須田委員 

会議事項 

１．「子ども１１０番のお店」経過報告と今後の進め方について 

   県下小学校新入生・保護者宛チラシと文書の配布 

      ２．入庫促進対策について 

      ３．産業廃棄物等の適正処理アンケート集計報告について 

      ４．ホームページについて 

      ５．報告事項・その他 

      1)組合緊急課題対応集中指導事業について 

 

自動車の石綿含有部品の非石綿化への切り替えに関する再点検結果について 

 

自工会会員メーカーにおいて、平成８年１０月以降も石綿含有部品を使用していたことが

判明したことから、石綿含有部品の使用について再点検が実施され、その結果が公表されま

した。 

なお、今回判明した石綿含有部品は、他の樹脂等に練りこまれているか、密封された状態

にあるため、通常の使用においては石綿が飛散する可能性はありません。また、いずれの部

品も現在では非石綿化への切り替えが完了しています。 

しかし、次の資料を参考の上、石綿含有製品が使用していると思われる車両の整備を行う

際は、注意されるようお願いします。 

 

企業名 部品名 車名 使用期間
使用台数

（納入個数）

いすゞ自動車㈱

①ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻ内のｶﾞｽｹｯﾄ

②燃料ﾀﾝｸのﾄﾞﾚｲﾝ部のﾊﾟｯｷﾝ

③ｵｲﾙﾌｨﾙﾀｰ・ｸｰﾗｰﾕﾆｯﾄ内のﾊﾟｯｷﾝ
④ｲﾝﾃｰｸｼｬｯﾀｰ部のﾊﾟｯｷﾝ
⑤ﾄﾞｱのｴｱｼﾘﾝﾀﾞｰのﾊﾟｯｷﾝ

①ｷﾞｶﾞ（ｾﾐﾄﾗｸﾀ含む）、
　ﾌｫﾜｰﾄﾞ（ｾﾐﾄﾗｸﾀ含む）、
　ﾌｫﾜｰﾄﾞｼﾞｬｽﾄﾝ、
　ｶﾞｰﾗ、
　ｴﾙｶﾞ、
　ｶﾞｰﾗﾐｵ、ｴﾙｶﾞﾐｵ
②ｷﾞｶﾞ（ｾﾐﾄﾗｸﾀ含む）、ﾌｫﾜｰﾄﾞ、
　ｶﾞｰﾗ・ｶﾞｰﾗﾐｵ、　ｴﾙｶﾞ・ｴﾙｶﾞﾐｵ、
　J-Bus向けﾊﾞｽｼｬｼ
③ｴﾙｶﾞ
④ｷﾞｶﾞ
⑤ｶﾞｰﾗ

①2004/5まで

②2005/9まで

③1998/8まで
④1999/11まで
⑤2005/7まで

　　28,004
　　42,361
　　6,518
　　1,724
　　3,081
　　1,808

　　45

計　83,541

スズキ㈱

①ｴｱｸﾘｰﾅｰASSYのｶﾞｽｹｯﾄ

②ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰのｳｫｰﾀﾊﾟｲﾌﾟｶﾞｽｹｯﾄ

①【四輪】ｱﾙﾄ、
　　　　　　ｾﾙﾎﾞﾓｰﾄﾞ
②【四輪】ｱﾙﾄ、ﾜｺﾞﾝR、kei、ｼﾞﾑﾆｰ、ｷｬﾘｲ、ｴﾌﾞﾘ
ｲ、ｾﾙﾎﾞﾓｰﾄﾞ

①1989/4～1999/10
 　1990/7～1998/9
②1995/11～2001/10

　　299,181

　　711,000

計　1,010,181

国内向け生産車両における石綿含有部品の使用調査結果
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トヨタ自動車㈱

①POWER TAKE-OFF ASSYのｶﾞｽｹｯﾄ

②POWER TAKE-OFF ASSYのｶﾞｽｹｯﾄ

①ﾄﾖｴｰｽ、ﾀﾞｲﾅ

②ﾀﾞｲﾅ

①1994/1～2001/11
　 1994/1～2001/1
　 1994/1～1999/5
　 1994/1～1999/5
   1994/1～1999/5

②1994/8～1999/11
   1999～2005/11

①153　 ＊1

　18,329＊2

　 3　    ＊3

   1　    ＊4

   6　    ＊5

※下記【注】参照

②1,753
   6,737
計　26,982

日産自動車㈱

①R&P PS ASSYのｶﾞｽｹｯﾄ
②ASSY-WINCHのｶﾞｽｹｯﾄ
ASSY-PTOのｶﾞｽｹｯﾄ
③ｴｱｸﾘｰﾅｰ、ｵｲﾙｸｰﾗｰのﾊﾟｯｷﾝ

①ﾛｰﾚﾙ、ｽｶｲﾗｲﾝ、ﾚﾊﾟｰﾄﾞ、ｼﾙﾋﾞｱ
②ｻﾌｧﾘ

③ADﾊﾞﾝ、ｷｬﾗﾊﾞﾝ、ｱﾄﾗｽ10等

①2002年8月まで
②1998年まで

③1999年まで

①10,604
②634

③165,804
計　177,042

日産ディーゼル工業㈱

①ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰのﾊﾟｯｷﾝ
②ｴﾝｼﾞﾝのｼｰﾙﾄﾞｶﾊﾞｰの取り付け部のｶﾞｽｹｯ
ﾄ
③ﾏﾌﾗｰの取り付け部のｶﾞｽｹｯﾄ
④排気管接続部
⑤ｽﾀｰﾀのｺﾝﾐﾃｰﾀ

⑥ｸﾗｯﾁﾌﾞｰｽﾀｰのｶﾞｽｹｯﾄ

①大型ﾄﾗｯｸ(ｸﾚｰﾝｷｬﾘｱ)、大型ﾊﾞｽ(路線)
②大型ﾊﾞｽ(路線)
③大型ﾄﾗｯｸ(ｸﾚｰﾝｷｬﾘｱ)、大型ﾊﾞｽ(路線)
④大型ﾊﾞｽ(路線)
⑤大型ﾄﾗｯｸ(ﾋﾞｯｸﾞｻﾑ、ｸﾚｰﾝｷｬﾘｱ)、
　大型観光ﾊﾞｽ(ｽﾍﾟｰｽｱﾛｰ、ｽﾍﾟｰｽｳｨﾝｸﾞ)
⑥中型ﾄﾗｯｸ(ｺﾝﾄﾞﾙ)

①～2005/3
②～2003/1
③～2002/3
④～2000/7
⑤～1998/2

⑥～1999/6

10,606
(1996/10以降)

日野自動車㈱

①ﾊﾟｯｷﾝ（ﾄﾞｱｴﾝｼﾞﾝ）
②ｼｰﾄ・ﾊﾟｯｷﾝ（ｵｲﾙﾊﾟﾝ　ﾋｰﾀ）
③ﾊﾟｯｷﾝ（ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸ）
④ﾊﾟｯｷﾝ（ｴｷｿﾞｰｽﾄﾌﾞﾚｰｷ）
⑤ｶﾞｽｹｯﾄ（ﾄﾗﾝｽﾌｧASSY）
⑥ｶﾞｽｹｯﾄ類
⑦ﾊﾟｯｷﾝ（ｴｷｿﾞｰｽﾄﾌﾞﾚｰｷ）
⑧ｺﾝﾐﾃｰﾀ（ｽﾀｰﾀ）
⑨ﾊﾟｯｷﾝ・ｶﾞｽｹｯﾄ（PTO ASSY）
⑩ﾜｯｼｬ（ｱｸﾁｪｰﾀ　ASSY）
⑪ｶﾞｽｹｯﾄ（PTO）
⑫ｶﾞｽｹｯﾄ（ｵｲﾙ　ｸｰﾗ＆ﾌｨﾙﾀ）
⑬ｽｲﾝｸﾞ ﾌｧﾝ ｼｰﾄ

①ｾﾚｶﾞ、ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ、ﾒﾙﾌｧ、ﾚｲﾝﾎﾞｰ、ﾘｴｯｾ
②ﾃﾞｭﾄﾛ消防車、ﾚﾝｼﾞｬｰ消防車、ﾌﾟﾛﾌｨｱ消防車
③ﾒﾙﾌｧ、ﾚｲﾝﾎﾞｰ、ﾚﾝｼﾞｬｰ
④ﾌﾟﾛﾌｨｱ、ｾﾚｶﾞ、ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ
⑤ﾚﾝｼﾞｬｰ
⑥ﾌﾟﾛﾌｨｱ、ﾚﾝｼﾞｬｰ、ｾﾚｶﾞ、ﾒﾙﾌｧ、ﾘｴｯｾ
⑦ｾﾚｶﾞ、ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ、ﾚﾝｼﾞｬｰ
⑧ﾌﾟﾛﾌｨｱ、ｾﾚｶﾞ、ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ
⑨ﾌﾟﾛﾌｨｱ、ﾚﾝｼﾞｬｰ
⑩ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ
⑪ﾃﾞｭﾄﾛ
⑫ﾌﾟﾛﾌｨｱ、ﾚﾝｼﾞｬｰ
⑬ﾌﾞﾙｰﾘﾎﾞﾝ

①1980/1～2005/10
②2003/7～2005/11
③1990～2005/9
④1988/5～2005/8
⑤1991/1～2003/2
⑥1958/7～2005/8
⑦1998/10～2005/8
⑧1989/11～1998/5
⑨1976/2～2001/9
⑩1991/8～1998/2
⑪1999/3～2005/11
⑫1981/3～2001/12
⑬2004/9～2005/10

159,385

三菱自動車工業㈱

SWITCH ASSY SHIFT（SWITCH INHIBITOR）
-AT車のｼﾌﾄｽｲｯﾁの中の樹脂

ﾃﾞﾘｶｽﾍﾟｰｽｷﾞｱ、ﾊﾟｼﾞｪﾛ、ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ、ﾐﾆｶ、ﾐﾆｶﾊﾞ
ﾝ、ﾐﾆｶﾄｯﾎﾟ、ﾐﾆｶﾄｯﾎﾟﾊﾞﾝ、ﾊﾟｼﾞｪﾛﾐﾆ
（上記車両のAT車）

～1997/03 110,943（1996/10
～1997/3納入履歴が
残ってないため推計）

三菱ふそうトラック・バス㈱

①ｶﾞｽｹｯﾄ
②ｶﾞｽｹｯﾄ
③ｶﾞｽｹｯﾄ
④ﾊﾟｯｷﾝ
⑤ｶﾞｽｹｯﾄ
⑥ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｶﾞｽｹｯﾄ

①ｴｱﾛｸｲｰﾝ、ｴｱﾛﾊﾞｽ、ｴｱﾛｽﾀｰ、ｴｱﾛﾐﾃﾞｨｰ
②ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾚｰﾄ
③ｴｱﾛｸｲｰﾝ、ｴｱﾛﾊﾞｽ、ｴｱﾛｽﾀｰ
④ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾚｰﾄ
⑤ｴｱﾛｸｲｰﾝ、ｴｱﾛﾊﾞｽ、ｴｱﾛｽﾀｰ、ｴｱﾛﾐﾃﾞｨｰ
⑥ｽｰﾊﾟｰｸﾞﾚｰﾄ、ｴｱﾛｸｲｰﾝ、ｴｱﾛﾊﾞｽ、ｴｱﾛﾐﾃﾞｨｰ

①2000/10まで
②2001/8まで
③2001/1まで
④2002/8まで
⑤2005/10まで
⑥2001/11まで

約　35,000

ヤマハ発動機㈱

①JOINT CARBRETORを構成する樹脂材料
②MAIN SWITCH ASSYを構成する樹脂材料

①XJR1200、XJR1300
②V90、SR125

①1994/1～2001/11
②1993/4～2000/12

①20,091
②8,458

計　28,549
 

経営研修会が開催されました 

 

経営研修会が下記により開催され、その概要は次のとおりです。 

第３回経営研修会 

日 時   平成１８年１月１８日（水） １９：００～ 

場 所   振興会 大講堂 

研修内容 研修内容は下記のとおりです   

Ⅰ.組織とは 

 

１．組織運営の基本   

 

 

 

２．良い組織は、よき慣習づくり 

３．チームワークとは 

４．権限委譲とは     

◆命令には「完全服従」が原則。

◆悪法も法なり 

◆臨時組織（プロジェクト組

織）について 

 

 

◆包括委任について 

Ⅱ.命令の出し方・責任の取

らせ方 
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Ⅲ.稼働計画・作業割り当て 

 

◆人時生産性の計算 

◆作業割当のための準備 

◆「作業割当て」の原則 

◆作業の改善と削減 

 

 

第４回経営研修会 

日 時   平成１８年１月２５日（水） １９：００～ 

場 所   振興会 大講堂 

研修内容 研修内容は下記のとおりです     

Ⅰ.現場で把握すべき数値 

 

１．商品分類のねらい 

 

２．商品の分類段階と要領 

３．部門別管理で集計される数値

４．数値改善のコツ 

◆商品を分類管理する目的は  

◆《部門別管理》の実施要領 

 

 

◆数値改善の要点 

 受講者の皆様方、大変ご苦労さまでした。経営研修会が皆様の実りあるものになればと思

っています。最後の第５回の研修会におかれましても引き続きよろしくお願いします。 

 

 【研修日程】  全５回（１回２時間）         会場：振興会大講堂

回数 日  時 研修テーマ 

第５回 ２月 ８日（水） 

１９：００～２１：００

①財務諸表の見方・読み方 

②経営指標について 

③「資金繰り表」の作り方・読み方 

受講対象者  経営者、後継者等 

  講  師       経営コンサルタント  上條資男 氏 

 担当：指導教育部門  山下、輿石 

 

指定整備事業者総決起大会・指定整備事業者等講習会開催について 

 

標記について山梨運輸支局のご協力を頂き、次により開催致します。 

受講対象者は、必ず受講されますようお願い致します。 

 

１．受講対象者 ①指定自動車整備事業者 

        ②事業場管理責任者 

        ③保安基準適合証交付者 

        ④主任技術者 

        ⑤その他指定自動車整備事業に携わる中間管理者 

２．開 催 日 時 平成１８年２月２３日（木） 

受 付 13:00～13:30 

総決起大会 13:30～14:00 

講習会 14:00～16:30 

３．場   所    石和スコレーセンター（笛吹市石和町広瀬 626-1） 

                    ＴＥＬ ０５５－２６３－７９５９ 

４．講習修了証明  受講修了証明を致しますので、技能者手帳を必ずご持参下さい。 

５．受 講 料   １名  ２，０００円 
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指定整備事業のコンプライアンス周知合同会議が開催されました 

 

指定整備に係わる法令違反事例等が増加していることに鑑み、適正な指定工場の事業運営

に役立てることを目的に指定整備事業のコンプライアンス周知合同会議が下記により開催さ

れました。 

その概要は次のとおりです。 

１．日 時   平成１８年１月１３日(金)   10:00～12:00 

２．場 所   自動車整備振興会 大講堂 

３．来 賓   関東運輸局山梨運輸支局     井出支局長 

関東運輸局山梨運輸支局整備課  佐野専門官 

４．出席者   振興会指定整備事業協議会長・販売店協会副会長   荻原公明 

振興会指定整備事業協議会副会長・販売店協会サービス部会長 水野 栄 

振興会指定整備事業協議会委員    １７名 

        販売店協会サービス部会員     ２５名 

５．会議事項 

１）最近の指定整備事業の現況について 

指定自動車整備事業に係る不正行為の防止の更なる徹底について 

   ２）指定整備事業のコンプライアンスについて 

1.指定整備事業者のコンプライアンスを高めるための方策について 

2.指定自動車整備事業自主点検チェック要領・各地区研修会の実施状況 

   ３）その他 

 

 

 

ＡＭＳ山梨青年部からのお知らせ 

マイカー点検教室を開催しました

 ユーザーがクルマの基本的な点検、整備知識を学ぶことにより、より良いクルマ環境と自

己管理責任の必要性、更には交通事故防止を呼びかけるため、１月１９日（木）甲府市の山

梨英和大学の学生を対象にマイカー点検教室を開催しました。 

 当日は、日頃学生の方々が使用しているマイカーを題材にＡＭＳ山梨青年部の会員が、日

常的な点検や非常信号灯の使い方等を指導し、エアバックの展開実演などを実施しました。 

参加された学生は、はじめて使う非常信号灯や目前で展開されたエアバックに驚きながら

も真剣に受講されました。 

オフィシャルページに参加しませんか 

 

本会のホームぺージは、平成１３年に開設され、現在は、会員名簿を追加するなどリニュー

アルされています。 

  また、会員名簿紹介ページは直接検索できるものとなっており、「名称」・「住所」・「電

話番号」等を紹介しています。 

  しかし、自らホームページを立ち上げている事業者が少ないことから、会員事業所が容易

に参加できる「オフィシャル・ページ」を新たに企画し、アクセスされるユーザーに会員事

業場の手頃な情報を提供しています。 
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  つきましては、会員皆様の入庫促進対策の一環として積極的なご参加をよろしくお願いし

ます。 

  １）掲載形態 

         本文、写真及び付近図で構成します。 

   ２）作成料金 

         基本作成料 本文                ￥５,２５０   （消費税含む） 

                    写真（１枚）           ￥３,１５０   （消費税含む） 

                 地図               ￥５,２５０   （消費税含む） 

       個人情報保護に関する基本方針ページ     ￥１,０００  （消費税含む） 

         次の 6 パターンの組み合わせが可能です。 

       Ａ 基本のみ                ￥５,２５０ 

       Ｂ 基本＋写真（1）                 ￥８,４００ 

       Ｃ 基本＋地図               ￥１０,５００ 

       Ｄ 基本＋写真（2）             ￥１１,５５０ 

       Ｅ 基本＋写真（1）＋地図          ￥１３,６５０ 

       Ｆ 基本＋写真（2）＋地図                   ￥１６,８００ 

        Ｇ 個人情報保護に関する基本方針ページ     ￥１,０００ 

                （各タイプに対応できるオプションです） 

  ３）申込方法及び期限 

     巻末の作成専門用紙に記入し、作成料を添えて下記にお申込下さい。 

     提出先：振興会指導課まで 

  ４）注意事項 

    ◇整備料金及び比較表示に関する事項、他社と競合する内容は掲載できません。 

    ◇関係法令や景品表示などに抵触する表現・表示はできません。 

    ◇掲載内容によっては訂正またはご辞退をお願いすることがあります。 

    ◇自社のホームページがある場合は、自社ＰＲページよりリンクします。 

◇変更の場合は、別途作成料金が必要となります。 

＊オフィシャルページはタウンページに掲載するような感覚で気軽に低予算でユーザーに 

ＰＲすることが出来ます。 

AMS のホームページで実際にオフィシャルページを見てみよう！ 

まずインターネットで http://www.ams.or.jp のアドレスを入力してホー

ムページ内の「工場検索」からオフィシャルページをご覧下さい。 

 

～ホームページ・リンクのお願い～ 

 

現在、振興会のホームページへは 20,000 件以上のアクセス件数があります。ＡＭＳ青年部

の協力を得て、定期的に内容を更新することにより、大変多くのユーザーさんにご覧頂いて

おります。 

各事業場におきまして現在ホームページをお持ちの方は、ご一報頂ければ振興会のホーム

ページとリンクさせることが可能です。ホームページをリンクさせることで、お客様との接

点の拡大とビジネスのチャンスが増えるものと思われます。 

ご希望の事業場につきましては、下記電話番号へお問い合わせ下さいますようお願い致し

ます。 

        TEL 055-262-4422  （指導課 担当：山下・輿石） 
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平成１７年度整備主任者（技術）研修が開催されます 

 

現在、平成１７年度整備主任者（技術）研修を開催しています。該当日時等は、郵送にて

各事業場へ通知していますので必ず受講されますようお願いします。 

すでに該当支部において研修が終了している未受講の事業所は、下記日程の内いずれかご

都合の良い日に受講されますようお願い致します。 

なお、２月１６日（木）が、今年度最終研修日となりますのでご留意下さい。 

 

１．研 修対象者  各事業場で選任されている整備主任者 

          （１事業場１名以上） 

２．研 修 場 所  振興会研修センター 

３．研修担当講師  各ディ－ラ－技術担当者 

４．研 修 内 容 （学科）①新機構、新装置の解説 

             ②作業環境汚染の防止等について 

（実習）①電気配線図を活用する診断技術 

             ②ハイブリットシステム 

５．研 修 証 明  研修修了の証明を行いますので、自動車整備士技能者手帳を必ず持参

して下さい。 

６．受 講 料  ６,５００円（学科編、実習編テキスト代を含む） 

７．研 修 時 間  受付 ９：００～ ９：３０ 

          研修 ９：３０～１６：００ 

８．研 修 日 程 

 ２月 ９日（木） 南ｱﾙﾌﾟｽ南・東 八 

※最終日 ２月１６日（木） 支部外 

 

登録試験対応講座のお知らせ 

 

自動車整備士養成施設の修了者で、平成１８年３月２６日（日）に実施される登録学科試

験を再度受験しようとする方を対象とした標記講座を下記の日程により開催致しますので受

講をお勧めします。 

 

１．実施種目   ２級ガソリン自動車   ３級自動車ガソリン 

２．講習日時    

第１日 ３月 ４日（土） ９：１０～１６：００ 

第２日 ３月 ７日（火） ９：１０～１６：００ 

第３日 ３月１４日（火） １０：１０～１６：００ 

３．講習内容  過去に実施された検定・登録試験の問題をもとに出題の傾向と対策を徹底

研究し学習する。 

４．使用教材  当振興会で作成した問題及び過去に実施された検定・登録試験問題。 

なお、２級ガソリン自動車・３級自動車ガソリンの教科書と法令教材は各

自持参して下さい。 

５．受講料   １５，０００円（資料代含む） 

６．受付締切日 ２月２４日（金） 

        申請書は教育課窓口に用意しますので、受講料を添えてお申し込み下さい。 
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フロントマン研修の開催について 

 

フロントマンとは何か、整備業のクイック・ルブ化など「整備工場からカーアフター・シ

ョップへ」をテーマにフロントマンと事業主を対象とした研修を２回シリーズで開催致しま

す。 

 受講をご希望の方は、巻末の申込書に必要事項を記入の上、費用を添えて教育課までお申

し込み下さい。 

 多数の皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

 

平成１８年 ３月 ４日（土） ９：００～１７：００ １．開催日時  

３月１１日（土） ９：００～１７：００ 

２．開催場所    振興会研修センター 

３．研修内容     

「整備工場からカーアフター・ショップへ」 

①減少した車検（継続検査）はどこに消えた？ 

②カーアフター・ショップはフロントで決まる 

 ○フロントとは何か 

 ・利益の貢献が最終的なフロントの役割 

   ・接客（話法）技術で差がつく顧客対応 

   ・顧客管理・入庫管理・作業管理・精算回収がフロントの仕事 

 ③整備業のクイック・ルブ化 

 ④受入点検で売り上げが変わる 

  ○整備効率を高める作業指示書 

  ○診断技術と保証整備の商品化 

 ⑤エコノミー＆エコロジー整備とは 

 ⑥来客集客システムと提案整備の実践 

４．講 師    （有）マネジメント 代表取締役 若林講師 

５．参加費     ２，０００円 

６．申込締切日   平成１８年２月２４日（金） 

※希望者が少ない場合、中止する事がありますので予めご了承下さい。 
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